
　 勤怠管理システム提案評価シート

評価者
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↓ ↓

ア 受託者のシステム調達・ 構築実績及び個人情報保護に関するこ と 優 良 可 粗 難 評点 重要度後 重要度

０ １ 本学のよう に複数の拠点を有し た大学法人、 大学病院、 地方公共団体向けに勤怠管理システムの調達・ 構築の実績がある。 5 4 3 2 0 0 1 5

０ ２ 受託者の責任者、 管理者、 リ ーダーは、 情報通信技術に精通し 、 勤怠管理システムの調達・ 構築の経験者である。 5 4 3 2 0 0 1 5

０ ３ 受託者の立ち上げを行う メ ンバーは、 教育期間及び医療機関に対する調達・ 構築の経験が豊富である。 5 4 3 2 0 0 1 5

０ ４ 受託者が個人情報保護の資格及び情報セキュ リ ティ の第三者認証を有し ている。 5 4 3 2 0 0 1 5

ア項目計（ 評点） 0 ア項目計（ 満点） 20

イ 構築稼働に取り 組む方針、 体制、 作業内容及び提案に関するこ と 優 良 可 粗 難 評点 重要度後 重要度

０ １ 労働基準法、 労働安全衛生法、 働き 方改革関連法、 委託者の36協定及び規程を理解し 、 準拠でき る。 5 4 3 2 0 0 2 10

０ ２ 委託者が指定するフ ェ ーズ１ ～３ の稼働内容及び稼働時期を実現でき る。 5 4 3 2 0 0 3 15

０ ３ 構築稼働に対する考え方（ 進捗管理、 課題管理、 障害管理、 体制等の方針） 5 4 3 2 0 0 1 5

０ ４ 各工程別（ 基本・ 運用設計、 設置、 機能適用、 検証、 習熟、 稼働切替） の作業の組み立てと 手順に関する提案 5 4 3 2 0 0 1 5

０ ５ システム（ ハード 、 ソ フ ト 、 業務アプリ ケーショ ン） 構成詳細、 本学既存資源の活用、 必要な設置及び工事条件等に関する提案 5 4 3 2 0 0 2 10

０ ６ システム構成の信頼性（ ２ 重化、 バッ ク アッ プ、 セキュ リ ティ 対策、 ログ記録、 性能等） 及び拡張性に関する提案 5 4 3 2 0 0 2 10

０ ７ 研修の実施、 マニュ アルの作成等運用支援等に関する提案 5 4 3 2 0 0 3 15

イ 項目計（ 評点） 0 イ 項目計（ 満点） 70

ウ 運用保守に取り 組む方針、 体制、 作業内容及び提案に関するこ と 優 良 可 粗 難 評点 重要度後 重要度

０ １ 運用保守に対する考え方（ 進捗管理、 課題管理、 障害管理、 体制等の方針） 5 4 3 2 0 0 1 5

０ ２ システム保守サポート の考え方（ ハード 、 ソ フ ト 、 アプリ 、 予防交換、 保守交換、 バージョ ンアッ プ、 制度改正、 利便改善、 経費有無等） 5 4 3 2 0 0 1 5

０ ３
システム運用サポート の考え方（ 特に、 機能理解と 操作利用方法に関するＱ ＆Ａ 対応、 容量監視、 通信監視、 性能監視、 最適化調整チュ ーニン
グ対応等）

5 4 3 2 0 0 1 5

０ ４ 機器やソ フ ト ウェ アの適切な管理方法及び運用時間帯の利用上の留意点に関する提案 5 4 3 2 0 0 1 5

０ ５ 適切な処理進行オペレーショ ン及び自動化に関する提案 5 4 3 2 0 0 1 5

０ ６ 緊急時、 災害時対応及び故障時で解決が困難な際の代替構成の提供等に関する提案 5 4 3 2 0 0 1 5

０ ７ 消耗品の取扱い、 安定稼働の継続及びシステムの寿命延命に関する提案 5 4 3 2 0 0 1 5

ウ項目計（ 評点） 0 ウ項目計（ 満点） 35

提案書の内容確認及びプロポーザルヒ アリ ングによる評価項目及びポイ ント （ 勤怠管理システム調達・ 構築業務提案評価シート ）

作業２ （ ヒ アリ ング後最終）

評価者

参　 考
満点

重要度
加重
配分

1～3

最終評価と し て、 以下の各評点欄
に５ ， ４ ， ３ ， ２ ， ０ のいずれか

の評点を 記載し てく ださ い。
左に○を 記載し た事前評価と 変更

さ れても 構いません。

こ の↓の欄は集計用の欄であり 、 送付し たも のは０ 表示
と し ています。

事前評価と し て、 以下の各欄の優～評価困難の欄のう
ち 、 いずれか該当する 欄（ 評点） に○を 記載し てく だ
さ い。

優・ ・ ・ 広く 多く の要素を 深く 提案に含んでいる 。
良・ ・ ・ 多く の要素を 惜し まず提案を し ている 。
可・ ・ ・ かろ う じ てわかる 提案を し ている 。
粗・ ・ ・ 説明が粗いなどで確認や調整を 要する 。
難・ ・ ・ 説明がわから ないなどで受入れは難し い。

作業１ （ ヒ アリ ング以前の提案書の確認） 　

作業１ の後、 ○月○日（ ○） までに当シート 写を 人事
課へ送付し てく ださ い。

評価項目

作業２ は、 ヒ アリ ン グ当日、 当
シート 原本を 御持参く ださ い。
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提案書の内容確認及びプロポーザルヒ アリ ングによる評価項目及びポイ ント （ 勤怠管理システム調達・ 構築業務提案評価シート ）

作業２ （ ヒ アリ ング後最終）

評価者

参　 考
満点

重要度
加重
配分

1～3

最終評価と し て、 以下の各評点欄
に５ ， ４ ， ３ ， ２ ， ０ のいずれか

の評点を 記載し てく ださ い。
左に○を 記載し た事前評価と 変更

さ れても 構いません。

事前評価と し て、 以下の各欄の優～評価困難の欄のう
ち 、 いずれか該当する 欄（ 評点） に○を 記載し てく だ
さ い。

優・ ・ ・ 広く 多く の要素を 深く 提案に含んでいる 。
良・ ・ ・ 多く の要素を 惜し まず提案を し ている 。
可・ ・ ・ かろ う じ てわかる 提案を し ている 。
粗・ ・ ・ 説明が粗いなどで確認や調整を 要する 。
難・ ・ ・ 説明がわから ないなどで受入れは難し い。

作業１ （ ヒ アリ ング以前の提案書の確認） 　

作業１ の後、 ○月○日（ ○） までに当シート 写を 人事
課へ送付し てく ださ い。

評価項目

作業２ は、 ヒ アリ ン グ当日、 当
シート 原本を 御持参く ださ い。

エ 自由提案 優 良 可 粗 難 評点 重要度後 重要度

０ １ 旅費精算システムと 連動する場合の方法提案（ 例： 他社製品と の連携、 自社開発による新規カ スタ マイ ズ等） 5 4 3 2 0 0 2 10

０ ２ 実現可能性のある具体的かつ提案業者の強みを活かし た提案 5 4 3 2 0 0 2 10

エ項目計（ 評点） 0 エ項目計（ 満点） 20

オ 項目 提案内容を 実現さ せるための保守費用 優 良 可 粗 難 評点 重要度後 重要度

０ １ 保守料 保守費用が内容に見合っ たも ので、 低廉化が図ら れているか 5 4 3 2 0 0 1 5

オ項目計（ 評点） 0 オ項目計（ 満点） 5

※以下は、 選択式回答書の回答に基づき 自動採点し ます。

カ 項目 仕様書の各要件の実現可否及び提案に関するこ と 優 良 可 粗 難 評点 重要度後 重要度

０ １ マスタ 管理 委託者がマスタ の管理及びメ ンテナンスをでき る。 5 - 3 1 0 0 1 5

０ ２ マスタ 管理 マスタ データ を一括登録、 更新及び削除するための出力・ 取込機能を有する。 5 - 3 1 0 0 1 5

０ ３ マスタ 管理 管理者権限を持つ職員（ 管理職） は同一のI D・ パスワード にて管理者画面にログイ ンでき る。 5 - 3 1 0 0 2 10

０ ４ マスタ 管理 退職し た職員のデータ は、 追加ラ イ センスが発生せずに５ 年以上保持でき る。 5 - 3 1 0 0 2 10

０ ５ 職員管理 職員情報( 職員番号、 所属、 職種、 身分、 勤務区分、 職位等、 最大50項目程度） の登録、 更新、 削除等について、 個別及び一括で処理でき る。 5 - 3 1 0 0 1 5

０ ６ 職員管理 職員番号は７ 桁の数字を使用でき 、 他の職員と 識別でき る。 5 - 3 1 0 0 1 5

０ ７ 職員管理 異動、 職位変更等の各職員情報の変更は、 変更履歴を残し 管理し 、 退職者も 含め、 指定日における検索、 参照及び出力ができ る。 5 - 3 1 0 0 2 10

０ ８ 給与連携 本学で使用する人事給与システムと 連携するためのデータ 出力・ 取込機能を有し 、 本学の給与支給日、 支給内容に合わせて対応でき る。 5 - 3 1 0 0 2 10

０ ９ 給与連携 各種手当については、 任意の種類を設定でき 、 出力及び委託者が指定する人事給与システムと 連携でき るこ と 。 5 - 3 1 0 0 1 5

１ ０ 打刻
I Cカ ード 等により 、 院内に設置し た打刻機または専用のタ ブレッ ト 端末等及びパソ コ ンにおいて、 出退・ 退勤・ 外出・ 再入の打刻ができ るこ
と 。

5 - 3 1 0 0 1 5

１ １ 打刻 始業時間後の打刻や打刻漏れの場合は管理職にアラ ート 表示ができ 、 職員別に打刻時間を修正でき る。 5 - 3 1 0 0 2 10

１ ２ 打刻 出張等の申請がある場合は、 所定の勤務時間を自動で勤務表に反映でき るこ と 。 5 - 3 1 0 0 1 5

１ ３ 打刻 １ 日に複数回打刻（ 出勤～退勤、 外出～再入） が上限を設けずに記録でき る。 5 - 3 1 0 0 1 5

１ ４ 打刻 職員は自身の打刻時間、 管理職は所属する職員の打刻時間がリ アルタ イ ムに確認でき る。 5 - 3 1 0 0 1 5

１ ５ 打刻 時給者は打刻記録と は別に、 勤務時間と 休憩時間の入力が行える。 5 - 3 1 0 0 1 5

１ ６ 打刻 オフ ラ イ ン時の打刻データ の保持件数は5000件以上である。 5 - 3 1 0 0 1 5
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提案書の内容確認及びプロポーザルヒ アリ ングによる評価項目及びポイ ント （ 勤怠管理システム調達・ 構築業務提案評価シート ）

作業２ （ ヒ アリ ング後最終）

評価者

参　 考
満点

重要度
加重
配分

1～3

最終評価と し て、 以下の各評点欄
に５ ， ４ ， ３ ， ２ ， ０ のいずれか

の評点を 記載し てく ださ い。
左に○を 記載し た事前評価と 変更

さ れても 構いません。

事前評価と し て、 以下の各欄の優～評価困難の欄のう
ち 、 いずれか該当する 欄（ 評点） に○を 記載し てく だ
さ い。

優・ ・ ・ 広く 多く の要素を 深く 提案に含んでいる 。
良・ ・ ・ 多く の要素を 惜し まず提案を し ている 。
可・ ・ ・ かろ う じ てわかる 提案を し ている 。
粗・ ・ ・ 説明が粗いなどで確認や調整を 要する 。
難・ ・ ・ 説明がわから ないなどで受入れは難し い。

作業１ （ ヒ アリ ング以前の提案書の確認） 　

作業１ の後、 ○月○日（ ○） までに当シート 写を 人事
課へ送付し てく ださ い。

評価項目

作業２ は、 ヒ アリ ン グ当日、 当
シート 原本を 御持参く ださ い。

１ ７ 打刻 打刻機の読み取り は１ 秒以内である。 5 - 3 1 0 0 1 5

１ ８ 勤務表 あら かじ め登録さ れているカ レンダー情報をも と に、 勤務区分等に応じ て個別の毎月の勤務表を自動作成し 出力でき る機能を有するこ と 。 5 - 3 1 0 0 1 5

１ ９ 勤務表 終業予定を日単位で変更するこ と ができ る。 5 - 3 1 0 0 1 5

２ ０ 勤務表 休業日は、 休日と 勤務を要し ない日を区別する機能を有する。 5 - 3 1 0 0 1 5

２ １ 勤務表 委託者は勤務表に表示する項目を任意で設定でき る。 5 - 3 1 0 0 1 5

２ ２ 超勤等実績 超過勤務時間は、 所定労働時間を7時間45分と し て、 １ 分単位で管理でき る。 5 - 3 1 0 0 1 5

２ ３ 超勤等実績 1日に複数回、 超過勤務の申請・ 承認ができ る。 5 - 3 1 0 0 2 10

２ ４ 超勤等実績 超過勤務時間中の休憩時間を申請でき る。 5 - 3 1 0 0 2 10

２ ５ 超勤等実績 24： 00を超えて超過勤務の申請ができ る。 5 - 3 1 0 0 2 10

２ ６ 超勤等実績 同一週内に振替が行われない場合、 割増賃金分の時間数を算出し 超過勤務時間に計上でき る。 5 - 3 1 0 0 3 15

２ ７ 超勤等実績 時間単位又は半日単位の休暇は、 所定労働時間に含め、 所定労働時間を超えた時間を超過勤務時間と するこ と ができ る。 5 - 3 1 0 0 2 10

２ ８ 超勤等実績 月の超過勤務時間は、 割増率ごと に集計でき る。 5 - 3 1 0 0 2 10

２ ９ 超勤等実績 月の超過勤務時間に１ 時間未満の端数が生じ た場合、 30分以上は切り 上げて30分未満は切り 捨てる。 5 - 3 1 0 0 1 5

３ ０ 超勤等実績 夜勤時間、 宿日直回数、 育児部分休業・ 介護時間取得時間、 欠勤の実績等は、 超過勤務と は別に管理・ 集計でき る。 5 - 3 1 0 0 1 5

３ １ 超勤等実績
育児部分休業及び介護時間を取得し ている職員の取得時間及び取得日数は、 別に管理・ 集計でき るこ と 。 当該職員が超過勤務を申請し 、 承認さ
れた場合は、 当該勤務日の育児部分休業及び介護時間の取消申請を行う こ と 。

5 - 3 1 0 0 2 10

３ ２ 超勤等実績 育児短時間勤務者の所定労働時間は、 あら かじ め短縮さ れた時間で設定する。 （ パタ ーン１ ～８ ） 5 - 3 1 0 0 1 5

３ ３ 超勤等実績 36協定に基づき 、 所属別に定める月及び年間の超過勤務時間の限度時間を超えないよう 、 アラ ート を表示でき る。 5 - 3 1 0 0 1 5

３ ４ 超勤等実績 委託者は36協定に基づく 限度時間を任意で設定でき る。 5 - 3 1 0 0 1 5

３ ５ 超勤等実績 超過勤務時間と は別に、 法定労働時間を超える時間を、 任意の期間で集計・ 管理でき る。 5 - 3 1 0 0 2 10

３ ６ 休暇 身分・ 勤務区分に応じ て、 取得可能な休暇の種類、 日数、 期間を設定でき る。 5 - 3 1 0 0 2 10

３ ７ 休暇 休暇の種類ごと に取得単位を設定でき る。 （ 取得単位： １ 日、 半日、 １ 時間、 15分の単位及びその組み合わせ） 5 - 3 1 0 0 2 10

３ ８ 休暇 休暇の種類ごと に取得済みの日数・ 時間数及び残日数・ 残時間数を管理でき る。 5 - 3 1 0 0 2 10

３ ９ 休暇 取得可能な日数または時間数を超える申請ができ ないよう 制御でき るこ と 。 5 - 3 1 0 0 2 10

４ ０ 休暇 年次休暇が付与さ れている職員の半日及び1日単位の休暇日数の管理及び確認ができ るこ と 。 ( 時間休の取得と 別管理と する。 ) 5 - 3 1 0 0 2 10

４ １ 振替管理 勤務日の振替は、 １ 日も し く は半日単位で行う こ と ができ る。 5 - 3 1 0 0 3 15

４ ２ 振替管理 職員は自身の振替状況（ 振替期限等） を確認でき る。 5 - 3 1 0 0 1 5

４ ３ 振替管理 管理職は所属の職員の振替状況を確認でき る。 5 - 3 1 0 0 1 5
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提案書の内容確認及びプロポーザルヒ アリ ングによる評価項目及びポイ ント （ 勤怠管理システム調達・ 構築業務提案評価シート ）

作業２ （ ヒ アリ ング後最終）

評価者

参　 考
満点

重要度
加重
配分

1～3

最終評価と し て、 以下の各評点欄
に５ ， ４ ， ３ ， ２ ， ０ のいずれか

の評点を 記載し てく ださ い。
左に○を 記載し た事前評価と 変更

さ れても 構いません。

事前評価と し て、 以下の各欄の優～評価困難の欄のう
ち 、 いずれか該当する 欄（ 評点） に○を 記載し てく だ
さ い。

優・ ・ ・ 広く 多く の要素を 深く 提案に含んでいる 。
良・ ・ ・ 多く の要素を 惜し まず提案を し ている 。
可・ ・ ・ かろ う じ てわかる 提案を し ている 。
粗・ ・ ・ 説明が粗いなどで確認や調整を 要する 。
難・ ・ ・ 説明がわから ないなどで受入れは難し い。

作業１ （ ヒ アリ ング以前の提案書の確認） 　

作業１ の後、 ○月○日（ ○） までに当シート 写を 人事
課へ送付し てく ださ い。

評価項目

作業２ は、 ヒ アリ ン グ当日、 当
シート 原本を 御持参く ださ い。

４ ４ 振替管理  休業日に勤務し 超過勤務申請を行っ た場合は、 その勤務時間数に応じ て振替日の取得権限を付与でき るこ と 。 5 - 3 1 0 0 1 5

４ ５ 振替管理 休業日の勤務日から 起算し て、 振替休日を指定でき る期間を身分・ 勤務区分等に応じ て任意で設定でき る。 5 - 3 1 0 0 2 10

４ ６ 振替管理 振替可能な勤務時間数については、 振替休日を指定し た日の属する月まで超過勤務と し て計上し ない制御が可能であるこ と 。 5 - 3 1 0 0 1 5

４ ７ 振替管理 振替可能な時間数を超えて休業日に勤務し た場合、 当該超過時間は振替勤務日の属する月の超過勤務と し て計上でき るこ と 。 5 - 3 1 0 0 1 5

４ ８ 振替管理 振替日の付与条件については、 勤務区分に応じ て委託者が任意で設定でき るこ と 。 5 - 3 1 0 0 1 5

４ ９ 各種帳票 職員別で月別及び年間の勤務表出勤簿・ 休暇簿・ 超過勤務命令簿が印刷でき るこ と 。 5 - 3 1 0 0 1 5

５ ０ 各種帳票 各種帳票の出力項目・ レイ アウト を任意で変更でき る。 5 - 3 1 0 0 1 5

５ １ 各種帳票 各種帳票は、 所属・ 個人別で日本工業規格A４ 判でカ ラ ー及びモノ ク ロで印刷でき る。 5 - 3 1 0 0 1 5

５ ２ 変形労働時間 委託者が定める職種のみ変形労働時間制を適用さ せるこ と ができ る。 5 - 3 1 0 0 1 5

５ ３ 日額特勤手当 特殊勤務に従事し た回数を、 超過勤務時間や宿日直回数と は別に、 日ごと に１ 回単位で申請・ 集計でき る。 5 - 3 1 0 0 1 5

５ ４ 日額特勤手当 日額特勤手当の種類は、 委託者が任意で追加・ 変更でき る。 5 - 3 1 0 0 1 5

５ ５ 集計機能 勤務日数と 勤務時間数を集計でき る。 5 - 3 1 0 0 1 5

５ ６ 集計機能
集計対象は、 全件及び個人指定のほか、 職種、 身分、 職位、 勤務区分、 所属等、 マスタ に登録さ れた情報及びその組み合わせによっ て選択でき
るこ と 。

5 - 3 1 0 0 1 5

５ ７ 集計機能 集計期間は、 日、 月、 年単位で指定でき る。 5 - 3 1 0 0 1 5

５ ８ 集計機能 出力データ は、 委託者が任意でレイ アウト を指定でき る。 5 - 3 1 0 0 1 5

カ 小計（ 評点） 0 カ 項目計（ 満点） 400

総合計（ 評点） 0 総合計（ 満点） 550評価者
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